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研究成果の概要（和文）：鳥関連過敏性肺炎は鳥抗原により発症する間質性肺炎であるが抗原となるタンパクは
未だ同定されていない。今回我々は、鳥関連過敏性肺炎の原因抗原を質量分析により解析することとした。
鳩糞抽出物と血清を用い、鳥関連過敏性肺炎患者と対照者の血清にてwestern blotを行ったところ、患者特異的
に反応するバンドを検出、質量分析にて解析し、Immunoglobulin lambda-like polypeptide（IGLL-1）と同定し
た。IGLLのリコンビナントタンパクを合成し、末梢血単核球に刺激を行い抗原性をELISAとリンパ球刺激試験
（LST）で検討したところ患者特異的な反応が認められた。

研究成果の概要（英文）：Bird-related hypersensitivity pneumonitis (BRHP) is an interstitial 
pneumonia mainly caused by avian antigen, however the causative protein was still  unidentified. In 
the present study, we performed an immunoblot analysis using pigeon dropping extract with sera from 
patients with BRHP and control. Patient-specific bands were analyzed by mass spectrometry and we 
identified the causative antigen as Immunoglobulin lambda-like polypeptide (IGLL-1). Then we 
evaluated the antigenicity of IGLL-1 using recombinant protein by ELISA and peripheral blood 
mononuclear cells (PBMCs) proliferative assay. BRHP patients exhibited higher levels of serum IgG 
antibody against the recombinant IGLL-1 compared to the control subjects, as well as a stronger 
PBMCs proliferative response to the protein.

研究分野： びまん性肺疾患
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１．研究開始当初の背景 

過敏性肺炎は吸入抗原によるアレルギー

性疾患であり、急性と慢性の病型に大別され

る。慢性過敏性肺炎は鳥糞や羽毛が原因とな

る鳥関連過敏性肺炎が全体の約半数を占め

（Respir Investig 15:191.2013）、特発性肺

線維症（Idiopathic pulmonary fibrosis: 

IPF）と類似した臨床経過をとる。両者の鑑

別が困難な症例もしばしば経験し、IPF と診

断されている症例の約半数が慢性過敏性肺

炎であったとの報告もあり（Lancet respir 

med 1:685.2013）、相当数の患者が鑑別され

ないままIPFとして治療されていると考えら

れる。IPF は有効な治療法がなく、平均予後

は診断から 2.5～5年であるが慢性過敏性肺

炎も同様に予後不良であり、当研究室の検討

では平均生存期間は31か月であった(Thorax 

60:665,2005)。一方で適切な抗原回避を行っ

た症例は予後が大きく改善するため、適切な

診断と徹底した抗原回避が極めて重要であ

る。未だ鳥関連過敏性肺炎の原因抗原が同定

されていないことが診断の大きな障害とな

っており、我々は抗原を同定する必要性があ

ると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、鳥関連過敏性肺炎の原因抗

原を同定することである。この診断法が確立

されれば原因抗原を排除する指標となるの

みならず現在IPFと誤診されている潜在的な

鳥関連過敏性肺炎患者の診断につながると

考えられる。 

 

３．研究の方法 

①鳥関連過敏性肺炎原因抗原の同定： 

ハト血清、腸、ハト糞抽出物（pigeon dropping 

extract: PDE）からタンパクを抽出、SDS-PAGE

後、鳥関連過敏性肺炎患者、対照疾患患者、

健常者血清を用いて Western blotting を施

行した。患者特異的かつすべての材料に共通

して認められる band を同定、さらに band 中

に含まれるタンパクを2次元電気泳動で展開

し、再度 Western blotting を施行した。患

者特異的に反応する spot について、質量分

析を行い、データベース検索によりタンパク

を同定した。 

 

②同定されたタンパクの抗原性の確認： 

大腸菌を用いて同定されたタンパクのリコ

ンビナントタンパクを作製し、ELISA とリン

パ球刺激試験を行い抗原性の検証を行った。

また、患者、健常者の末梢血単核球をリコン

ビナントタンパクで刺激し、培養上清中のサ

イ ト カ イ ン 産 生 の 変 化 を 、 multiplex 

cytokine assay を用いて測定し比較した。 

 

４．研究成果 

①Western blotting で PDE、ハト血清に共通

して認められ、かつ患者特異的な spot から

IGLL-1(Immunoglobulin lambda-like 

polypeptide-1）が同定された（図 1）。 

 

図 1 ハト血清、PDE、ハト腸の Western 

blotting（1 次抗体：患者血清、2次抗体（a）

ハト血清（b）奇数：ハト腸、偶数：PDE） 

 

②同定されたタンパクの抗原性の確認： 

6X ヒスチジンタグと融合させた IGLL のベク

ターを合成し、大腸菌に遺伝子導入、発現を

誘導したのち Ni-NTA アガロースにて精製し

IGLL-1 のリコンビナントタンパク（rIGLL） 

を得た。この rIGLL を用いて ELISA を行った

ところ患者群で抗体価が高かった（図 2）。 



図 2 rIGLL-1 に対する血清 IgG 抗体価 

 

患者と健常者の末梢血単核球を用いたリンパ

球刺激試験を行ったところ、健常者では明ら

かな増加を認めなかった一方、患者の約 40%

で高い Stimulation index 値（S.I >2）を示

した。 

また患者 PBMC と rIGLL-1 を共培養し、培養

上清中のサイトカインをmultiplex cytokine 

assay にて測定した。健常者と比較し鳥関連

過敏性肺炎患者群でTNF-αの上昇とIL-10の

低下を認め、疾患特異的に Th1 優位の反応を

示すことが示唆された（図 3）。 

 

 

 

図 3 rIGLL-1 刺激によるサイトカイン産生 

 

以上より、鳥関連過敏性肺炎の原因抗原とし

て IGLL-1 を同定し、その抗原性についても

確認できた。今後 IGLL-1 を用いたモデルマ

ウスや IGLL-1 のモノクローナル抗体の作製

を進めていく予定である。 
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